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経歴

►2003年4月
 

京都大学理学部入学

►2007年4月
 

京都大学理学研究科
 修士課程入学

 専門：太陽物理学

►2009年4月
 

博士課程進学
 日本学術振興会特別研究員(DC1)採用

►2009年9-12月
 

オスロ大学に滞在

►2010年3月
 

たちばな賞（京都大学優秀
 女性研究者賞学生部門）受賞



研究内容

►修士論文タイトル

►「黒点暗部微細構造に関する観測的研究」

►装置開発
►CLASP rocket experiment

QuickTime™ and a
 decompressor

are needed to see this picture.



今日の話の流れ

1.
 

DC1採用前

►
 

準備

►
 

申請書を書く時に気をつけたこと

2.
 

DC1採用後

►
 

今年度の科研費の使い道

►
 

アウトリーチ活動

3.
 

学生の立場から、特別研究員制度の意義



採用までの経過

１月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

初の主著
論文提出

申請資料準備
（普通は4月頃から）

12日
所属事務へ
提出〆切

20日 論文

アクセプト

学振のことは忘れて
研究を頑張る

突然の内々定通知
（Web上では１日前に

確認出来る）
面接免除

面接候補者
不採用

内定通知



申請資料の準備

►まず始めにしたこと
►主著論文を間に合うように提出

►先輩の申請書を見せてもらう

►LaTeXで書ける申請書をダウンロード
 

(大阪
 大学

 
山中教授作成

 
検索keyword “科研費latex”

 http://osksn2.hep.sci.osaka-
 u.ac.jp/%7Etaku/kakenhiLaTeX/）

►申請書を書く時に気をつけたこと
►どこがユニークか

►高い自己評価



もちろん内容が一番大事
 ですが、、、

図を入れる

章にわけてタイトルを

強調したい所に下線を
引くか、太字にする
ただし、使い過ぎない

空白部分
字だけで埋まっているより
数倍読みやすい

引用した参考文献を書く



・枠内は埋める！
・DC1に採用された経験のあ

 る先輩やポスドクに読んでも
 らいコメントをもらう

専門外の人にも読んでもらう
・略語や専門用語を無意識で
使っていないか



►私の場合
►主著論文

 
なし

►（提出中
 

１本）

►共著論文
 

１本

►国際会議口頭
 

１件

►国際会議ポスター
 ３件

►国内会議
 

４件

目に見える研究業績を

修士課程入学直後から、
指導教官と相談の上で
計画的に！



DC1採用後

►給与
 

月20万円（ここから3~4千円所得税が引かれる）

►科研費
 

年70万円（特別枠に応募すれば100万円、申

 請すれば次年度へ繰り越しも可能）

►ティーチングアシスタント、チューター等は
 週5時間、月20時間まで

►アルバイト禁止

►学振以外からの受給は禁止だが、旅費や日当
 の給付はOK

►独立生計となり、授業料は半額免除になる場
 合が多い



科研費の使い道（私の場合）

►1.5T ハードディスク

►Adobe Creative Suite

►IDL (太陽研究に書かせない解析ソフト)

►内蔵HDD 500G

►その他

►国内・海外会議の旅費

►論文別刷代など

ノルウェーに滞在するにあたり、どこにいても
同じ環境で研究ができるように準備



アウトリーチ活動

►“特別研究員のアウトリーチ活動の奨励”

►研究に支障のない範囲で無報酬で

名古屋市にあるサイエ
 ンスカフェ、ガリレ

 オ・ガリレイで使用さ
 れるランチョンマット
 を制作

学生団体
Kyoto ⇄

 
Science Codex

を2009年末に結成



学生の視点から、特別研究員の意義

►研究時間が増える

►アルバイトをしない

►海外会議の旅費など、資金援助を財団へ申
 請する必要がない

►金銭的な面

►学生でありながら給与を受けられる

►親の援助から独立

►デメリット
 

飲み会の時に多めに支払わされる

►結婚！（ちなみに相手も特別研究員）
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